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議会を傍聴してみませんか
議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会の開会予定は
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シリーズ　安全・安心の主役たち⑥議 員
記者クラブ 「 小川町赤十字奉仕団」
　赤十字奉仕団は、日本赤十字社のもと全国各地に組織されて
おり、救急救命・災害救助をテーマに、主に地域の女性が中心
となって活動している団体です。
　団員数は 200人超。昭和 32年の結成以来、50年以上にわた
り幅広いご活躍をいただいています。今回は地域住民の安全安
心のために活躍されている団員の方々にお話を伺いました。

主な活動内容は何ですか？

主に、炊き出し防災訓練やひなた荘でのボランティアを
行なっています。また、昨年からは東日本大震災避難
者との交流会も開催しています。ことしは、実際に被災
地を見てみようということで、福島県へも行って来まし
た。毎年、年度末には皆様からいただいたタオルや雑巾
を公共施設や社会福祉施設に配布しています。

やりがいを感じる瞬間は？

仲間とともに活動し、たくさんの方と出会えることが
魅力です。そして、出会った方の笑顔を見ることが最
高の喜びであり、原動力になっています。また、活動
の中で温かい言葉をかけていただいたり、学ばせてい
ただけることが多いのも魅力の１つだと思います。

町民の皆さんにメッセージは？

奉仕団では、ＡＥＤの使用に関する救急法はもとより、
三角布を使った応急手当等の講習会も行なっていま
す。普段から災害が起きたときを想定して、落ち着い
た行動をする力を養っておくことは大切です。
　奉仕活動に関心のある方は、ぜひ、ご一緒に活動を！
特に若い力を募集しています。
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担当：小林一雄・髙瀬　勉

我が町 再 発 見 空手道で心も身体も鍛えよう
寒稽古

　空手道は、厳しい稽古を通じ心身を鍛え、

人を敬い、礼節を重んじる心を養う日本の

伝統武道です。

　永空館は、日本空手道連盟の傘下にあり、

今から36年前にスポーツ少年団八和田空手

として発足、以来、八和田小学校体育館を拠

点に活動しています。

　団の子どもたちは、寒中の厳しい寒さに耐えながら、素足で

板の間を踏みしめ、強靭な肉体と精神の醸成の場として寒稽古

に励んでいます。
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寒稽古に励む子どもたち

　定例第4回議会は12月 5日

〜7日までの強行日程でしたが、

その分非常に内容の濃いものでした。

　今後も町広報と議会広報の持つ役割の違いを出すため

に、議会の議論を分かりやすく忠実に伝え、よりよい議

会報づくりに努めてまいります。

　まだまだ寒い日が続きます。皆様のご健勝をお祈り申

し上げ、編集後記といたします。　編集委員　大戸久一

編集後記


